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               審   査   の   要   旨 
 我が国のトマト品種については、暑熱季の温室環境条件において BER が多発することによりその生
産性が著しく低下する場合がある。著者は、BERを発生しやすい品種に関しては、その維管束系の発達
程度抑制が果実組織内のイオンバランスを変化させてストレスを生じ BER 発生を促す要素になってい
るとした。一方で、BERに対する抵抗性が高いトマト系統での BER発生を抑制する特性として、果実
内における抗酸化能力が寄与する部分が大きいと結論した。なお、植物体中のカルシウムイオン分配に
対する関与が指摘されていた、植物体水ポテンシャルならびに根圧によるカルシウムの輸送能力などの
要因に関して著者は、BER発生程度と明確な関係がないことも同時に示唆しており、従来の学説に対し
て一石を投じる論文となっている。また本論文の成果は、BER抵抗性トマト系統の育成や、果実内の抗
酸化能力を高める栽培技術の開発などに応用することが期待できるとして高く評価される。 
平成30年1月22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員
全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
